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９月29日（木）、ゆくのき学園４年生16名が、林野体験学習の
ため大地沢にやってきました。
今年は雨の日が多く天候が心配されましたが、当日は晴れ、
子供たちは元気いっぱいで参加しました。ロボットによる枝打ち
作業やチェーンソーによる桧の伐採を見学した後、のこぎりを
使って太い丸太を切断したり、斜面地で間伐の体験をしました。
この体験を通して山の管理の大切さ
や、のこぎりの使い方を学びました。
帰りには桧の輪切りをお土産にも

らって大喜び。今夜は桧風呂かな…？

相原保善会の設立の目的である、「先祖から継承した財産の保全と地域への還元」。その中で子供から青少年、高齢者に至る
まで、地域住民のコミュニティへの助成を通じ、町会・自治会館修繕積立、子供たちの健全育成、青少年のスポーツ活動、高齢者
の生涯学習への支援をはじめ、交通安全、地域防災、そして町民が一堂に会して行われる相原ふれあいフェスティバル支援と
助成団体も多岐にわたり、今年度は申請に基づき、新たに３団体を認可しました。

■今年度も相原地域の公益団体に助成金を支給

総額 5,365,000円

地元小学校との連携

説明を聞く子供たち

急斜面の間伐作業を体験 太い丸太を切断

桧の輪切りの皮を剥がしています
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1 相原小学校教育振興会
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10 地縁法人大戸町会 3 たちばな剣友会

17 相原竹の子学童保育クラブ保護者会 3 町田市消防団第５分団
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1 町田市消防団第５分団
ポンプ操法大会2 元橋つくし子ども会 6 中相原囃子連 19 相原郷土芸能連合会

3 丸山子ども会 7 大戸囃子保存会 20 相原ＪＡＯ会 2 相原ふれあいフェスティバル
4 丸山団地子ども会 8 丸山獅子舞保存会 21 権現谷戸の森保全の会
5 大戸子ども会 9 つぼみの会



相原保善会の活動を広く町民の皆さまに知って
いただくことを目的として、相原保善会だよりを年３回発行する
ことになりました。２号は中部地区選出（丸山、丸山団地、中相原）
の理事、監事が編集を担当しました。これを機会に大地沢に関心
を寄せていただければ幸いです。
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相原保善会の主要な事業である、大地沢山林緑地の保全について理解を深めていただくため、相原地域の町内会役員による
山林作業体験会が６月11日（土）に開催され、相原地区連合町内会の渡代会長をはじめ多くの参加者がありました。

■町内会役員による大地沢体験会を開催しました

相原保善会は、町田市相原町の財産であり、100年以上の歴史を持つ山林の管理を行っています。約21ヘクタールの土地
全てを大地沢青少年センターに貸与し、その管理を相原保善会が行っています。
現在、生物多様性に富んだ森づくりを目指して広葉樹の植栽（エノキ、クヌギ、ナラ等）や樹木の間伐、雑草の下草刈り、町田市

よりの受託事業として大地沢青少年センター敷地内の草刈りなどを実施しています。

町田街道大戸踏切を越え、きらぼし銀行相原支店前を
左折すると町田市相原字森久保と相模原市相原字三屋に
架かる橋『相原橋』と現在呼ばれている橋があります。
この橋は昭和25年頃の架け替えまで『だいほういんは

し』と呼ばれていました。町田市側では『大宝院橋』、相模
原市側では『大法印橋』と書かれています。この橋の名称
は、仏教寺院からなのか、僧位、医師や仏師などに与えら
れた称号なのか。それとも山伏、祈祷師の異称からついた
名称なのか。一考してみてはいかがでしょうか。

（文・写真　相原歴史研究会）

■山林管理作業の実施

植栽前の準備、急傾斜で足も竦みます

作業の合間の休憩

作業前の打ち合わせの様子

斜面地の草刈り

COLUMNCOLUMN

『大宝院橋』と『大法印橋』どっち？
お～い あいはらで お茶お～い あいはらで お茶


